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１．はじめに

これまで行ってきている研修にICT活用の視点を盛り込む

研修課・教務課・情報教育課・若プロ推進委とも連携



２．取り組み例 〇 教科部会

・４月当初、各教科部会のチーム（OfficeのTeams活用）を作成
・連絡や指導案検討だけでなく、日々の実践、特にICTを活用
した授業について写真や概要を載せてもらうよう周知

年間３回、各教科・領域のグループ
幼小は自身の授業担当で入るグループを選択
中高は自分の教科のグループに所属

・8月は、文部科学省のHPに上がっている各教科でのICT端末
の活用動画の視聴を校内サイトにて促した。（GIGAスクール
ライブラリー悉皆研修ステージ３のもの）

教務課と連携



〇 教科部会

☺・教科特有の使い方やアプリの活用法を知る

😓・他の教科部会の事例が見られない

・アップする人が偏りがち



２．取り組み例 〇 オープン参観

・今年度は「感想用紙」の視点の一つに「ICT活用について」の
項目を入れ、ICT活用に関する視点での授業参観を促す

・各部の ICT 活用推進委員に、参観の際にできるだけ授業の
中で ICT 端末をどのように活用できそうか、等の視点で
参観シートを記入するように事前に連絡

研修課と連携

※１回の期間に一人２コマは必ず参観する
※同じ教科部会のメンバーの授業は少なくとも１コマは参観

する

年間３回、2週間ほど、自由に校内の先生方の授業を参観する



〇 オープン参観

「ICT活用について」の視点での感想

・実践例の引き出しが増える ・子どもの反応も見られる



〇 オープン参観 「ICT活用について」の視点での感想

次回からは、「ICT端末の活用」項目を新設し、

「一人一台端末の利活用について」と明確に記す

現在は「視覚支援」の項目に

ICT 機器を活用している」

＜授業の中で一人１台端末をどのように生かしているか、生かせるか＞

参観や助言のポイントとして意識



２．取り組み例 〇 校内掲示

校内推進サブリーダーが不定期発行

中学部生徒
向けに作成







〇 校内掲示

中学部生徒向けに作成

教員にも参考になる！

校内サイトに
「ICT活用通信」

特設！！

今後は…



２．取り組み例 〇 GIGA出前サポート 研修会（７月27日）

・Googleクラスルームを使って、共同編集の仕方などの演習
・先進校の事例紹介
・対話的で深い学びとICT活用についての講義

演題：「一人１台端末時代のiPadの使い方」

講師：県教員総合研修センターGIGAスクールサポート課
河内大介担当課長

教育相談課 岩沼見奈指導主事



参加した教員から

「演習で実際にICT端末を触りながら行うことで
よく理解できた。」

「実際に操作しながら行う研修を今後も繰り返し
できる機会があるとよい。」

「対話は友達や教師など他の人とだけするものでは
なく、自己との対話も含まれるとのお話で、対話的
な学びについて確認できたのがよかった。」



３ これまでのまとめ

ICT活用のアンケート結果（8月実施）

４月からの取り組みでICT活用力が高まったと感じている教員
がほとんど



３ これまでのまとめ ICT活用のアンケート結果（8月実施）

一方、、、

「Ａ－４ 学習状況を把握するために児童生徒の作品・レポート・ワークシートなど

をコンピュータなどを活用して記録・整理し，評価に活用する。」



３ これまでのまとめ ICT活用のアンケート結果（8月実施）

「Ｂ－２ 児童生徒に互いの意見・考え方・作品などを
共有させたり，比較検討させたりするために，
コンピュータや提示装置などを活用して児童
生徒の意見などを効果的に提示する。

「Ｂ－３ 知識の定着や技能の習熟をねらいとして，
学習用ソフトウェアなどを活用して，繰り返し
学習する課題や児童生徒一人一人の理解・
習熟の程度に応じた課題などに取り組ませる。

「Ｂ－４ グループで話し合って考えをまとめたり，協働
してレポート・資料・作品などを制作したりする
などの学習の際に，コンピュータやソフトウェア
などを効果的に活用させる。」



３ これまでのまとめ ICT活用のアンケート結果（8月実施）

「Ｃ－３ 児童生徒がワープロソフト・表計算ソフト・
プレゼンテーションソフトなどを活用して，
調べたことや自分の考えを整理したり，文章
・表・グラフ・図などに分かりやすくまとめたり
することができるように指導する。」

「Ｃ－４ 児童生徒が互いの考えを交換し共有して
話し合いなどができるように，コンピュータ
やソフトウェアなどを活用することを指導
する。」



後期はこれらの内容を取り入れた研修の計画・実施

A-４ ⇒「ドライブ」の活用

Ｂ-２～４ ⇒「Jamboard」や「ロイロノート」の活用
「共同編集」の活用

Ｃ-３，４⇒ ICT 端末に入っているアプリケーション
の利活用

（文書作成ソフト、表計算ソフト、プレゼンソフト）


